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邑
8
實
8
竃
き
？
一
8
彗
o
曇
o
暮
8

目
彗
斤
g
昌
津
畠
匡
昌
皿
o
目
葭
8
鼻
≡
昌
潟
σ
鶉
一
印
」
ヨ
呂
鼻
？
g
o
o
庄
昌

毒
岬
ぎ
耳
O
目
彗
耐
量
ξ
一
〇
ξ
O
く
竃
旨
H
昌
鴛
序
潟
ユ
O
O
0
7
ま
9
毛
印
亨

け
ぎ
言
o
o
昌
旨
〇
一
ω
昌
ぎ
o
胃
冨
彗
o
ざ
冨
一
〇
q
目
要
o
す
彗
o
目
o
σ
8
豊
器
o
｛

乎
〇
一
〇
手
箒
〇
一
？
一
8
o
〇
一
一
｛
o
｛
o
冒
o
芸
冒
目
o
鼻
ミ
巨
g
目
o
冒
8
『
＆

｝
昌
暑
目
昌
旦
ら
o
昌
o
邑
o
屑
一
8
g
さ
轟
g
o
鶉
彗
o
ミ
巨
g
魯
蜆
＆

芽
o
o
H
；
昌
耳
o
尻
ま
ユ
轟
o
胃
5
ま
o
｛
實
8
留
8
旨
o
邑
o
μ
o
昌
彗
匹
．
冒

葦
o
s
器
o
～
8
冒
g
δ
目
君
一
δ
さ
艘
o
ま
o
日
冨
o
〇
二
昌
暑
o
岸
豊
σ
眈
…
寧

匡
冒
妾
婁
－
昌
邑
♂
罫
さ
σ
①
o
目
冒
冨
胃
昌
o
ま
葺
豊
顯
篶
誓
斥
o
｛
器
く
・

○
量
；
暮
8
冨
．
9
争
豊
冨
一
2
窃
ミ
o
冨
量
亮
彗
α
≦
巨
昌
o
o
H
彗
冨
戸
蓋
篶

冨
邑
く
彗
σ
g
彗
暮
＝
目
顯
昌
o
冒
亘
邑
誉
く
o
ξ
｛
s
5
泰
↓
買
ぎ
雪
－

巨
義
胴
婁
邑
戸
§
＝
プ
。
雪
目
g
冨
■
宣
彗
芭
一
朋
』
。
曇
く
雪
薫

君
邑
暑
募
ざ
昌
o
島
凹
自
ρ
島
o
尋
…
旨
邑
o
雪
〇
一
鶉
旨
二
〇
〇
〇
一
δ
｝

奏
冨
o
＝
一
邑
甘
＆
o
冒
註
o
自
σ
8
彗
器
o
；
亭
需
冒
℃
o
量
｛
墨
ε
篶
o
｛

℃
〇
一
ξ
岩
呂
o
娑
昌
．

　
　
ω
9
0
邑
一
く
二
易
且
8
0
｛
艘
①
邑
註
き
茸
ω
昌
昌
ρ
毒
鼻
一
S
葦
二
冒
－

喝
津
彗
8
o
；
思
昌
呂
9
甘
彗
σ
餉
曇
鶉
一
葦
o
窒
蓋
篶
蜆
耐
一
8
芽
暑

岩
呂
＆
昌
包
8
篶
9
冒
黒
耐
μ
冒
艘
O
胃
窪
眈
8
易
幕
一
．
＆
8
σ
二
臣
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彗
彗
o
鶉
o
；
ぎ
ヲ
旨
箒
｝
．
巴
匿
斥
o
｛
8
目
潟
葦
ξ
昌
9
蜆
三
ω
－
甲
三
叩
茅

δ
蚤
雪
8
…
冨
｛
彗
芹
眈
－
－
冒
昌
工
き
o
o
＝
｛
≦
島
言
ε
＝
g
o
目
ξ

ぎ
旨
卑
｛
－
毛
8
；
9
す
冒
“
巴
8
．
召
9
一
〇
目
－
｛
雪
昌
O
．
一
轟
9
目
O
目
君
彗
σ
ぐ

ぎ
四
目
o
『
耐
巨
o
冨
～
o
？
o
昌
o
庄
昌
巴
喀
o
ぎ
鷺
艘
彗
≦
昌
己
訂
く
o

σ
o
昌
豊
竃
婁
＆
｝
ヨ
8
鼻
一
く
g
峯
o
冨
g
｛
胃
蜆
＆
o
く
薯
凹
三
ま
『
彗
o
目
o

○
二
註
冨
斤
｛
彗
匡
く
冒
睾

　
H
巨
己
一
さ
艘
o
≦
o
昌
－
ま
饒
目
o
o
o
老
o
早
o
ユ
昌
冨
庄
昌
o
σ
－
8
江
≦
o
二
5

一
邑
嘉
實
く
、
岬
『
き
O
畠
冒
き
冒
召
O
O
筥
『
串
昌
ざ
旨
O
＆
苧
冒
岨
8
邑
O
君

訂
g
昌
－
o
o
目
雲
艘
g
考
o
邑
o
唖
ぎ
｛
g
艘
血
一
二
昌
o
q
－
昌
■
8
目
鶉
葦
…
o

＆
O
日
O
」
己
9
戸
艘
O
O
く
胃
・
葭
一
；
岩
胃
け
－
－
唱
O
昌
O
弍
昌
㎝
“
昌
詩
O
日
さ
σ
轟
巴

昌
亭
籟
o
｝
冨
邑
o
i
o
奉
o
｛
言
勺
彗
o
器
－
邑
冨
計
｛
ま
き
一
毛
昌
竃
一
竃

彗
ミ
O
旨
庄
昌
守
O
昌
ぎ
℃
昌
†
豊
σ
咀
津
自
巨
昌
8
0
老
O
斗
算
5
目
一
〇
冨
膏
巴

艘
O
誓
0
8
覇
O
｛
旨
二
己
冨
叶
ユ
昌
・
註
昌
O
ユ
き
岸
零
一
＝
目
冨
亘
5
0
目
旨

σ
冨
算
亭
巴
ぎ
岸
二
〇
〇
q
昌
重
片
＝
亭
胃
g
二
自
蜆
昌
彗
し
昌
］
鶉
饒
o
目
彗
冨
訂

竃
o
g
雷
器
艘
o
罫
一
富
8
o
－
o
ξ
目
昌
冨
8
易
暮
巴
巨
閉
ざ
申
彗
叶
ま
H

○
婁
色
o
o
昌
彗
け

　
司
弓
艘
雪
目
o
篶
二
5
旨
目
岸
o
旦
亀
8
ユ
三
｛
艮
勺
o
5
㌣
一
自
冨
～
雪
ぎ
自

一
鼻
己
邑
冒
葦
巨
o
品
彗
一
固
き
冒
ぎ
呂
＆
艘
黒
艘
o
凹
o
喀
冨
昌
｝

、
5
睾
く
－
暮
邑
叩
、
O
q
O
き
昌
昌
昌
二
昌
曾
く
9
饒
O
己
鼻
巳
邑
嘉
ま
巴
昌
O
目
昌
一
－

・
註
旨
毛
豊
；
ぎ
9
邑
婁
曇
O
昌
畠
吾
｛
昌
け
冨
O
ユ
毒
8
器
9
冒
ま
〇
一
－

色
o
；
8
召
望
邑
．
旨
冨
『
目
亭
武
－
昌
呂
＆
艘
呉
艘
亀
o
≦
鶉
葭
冒
旦
o

冒
O
目
｛
O
二
訂
目
彗
片
9
昌
0
9
竃
7
目
旨
O
喀
；
亘
＆
昌
ま
O
q
；
O
0
9
竃
－

匡
募
o
｛
旦
き
8
～
寡
三
一
一
島
蓋
冒
葦
o
旦
目
彗
㌣
竃
o
司
一
昌
o
こ
岩
竃
．
肋

巨
等
唄
o
き
巨
号
昌
o
∋
彗
g
・

〔
博
±
論
文
審
査
要
旨
〕

論
題

国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
産
業
政
策

　
－
日
本
鉄
鋼
産
業
政
策

論
文
審
査
担
当
者

一
　
研
究
の
概
要

山尾石

沢高

逸煙弘
　之
平助光

　
本
論
文
は
発
展
途
上
国
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
る
日
本
の
産
業
政
策
の
研

究
で
あ
る
。
近
年
日
本
の
産
業
政
策
へ
の
外
国
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ひ
と
つ
の
通
説
的
理
解
が
広
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
「
日
本
株
式
会
杜
論
」
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
政
府
・
通
産
省
の
指
令
の
下
に
有
望
産
業
が
選
定
さ
れ
、
種
々
の
政

策
措
置
を
講
じ
て
保
謹
育
成
が
計
ら
れ
、
そ
の
緒
果
多
く
の
国
際
競
争
力

を
も
っ
た
産
業
が
成
立
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
諭
文
の
著
者
も

同
様
の
観
点
に
立
っ
て
産
業
政
策
研
究
に
取
り
組
ん
だ
が
、
発
展
途
上
国

の
研
究
者
と
し
て
、
国
家
助
成
に
よ
る
有
望
産
業
育
成
へ
の
関
心
が
強
く
、

日
本
の
経
験
か
ら
多
く
を
学
ぽ
う
と
す
る
。
著
者
は
そ
れ
を
鉄
鋼
業
に
与

え
ら
れ
た
産
業
政
策
描
置
の
包
括
的
研
究
で
果
た
そ
う
と
し
た
。
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日
本
の
鉄
鋼
業
は
一
九
〇
〇
年
官
営
八
幡
製
鉄
所
設
立
に
よ
っ
て
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
民
間
企
業
も
参
入
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦

前
に
は
輸
入
代
替
化
を
、
戦
後
に
は
輸
出
化
成
長
を
達
成
し
夫
。
そ
の
発

展
過
程
で
は
、
政
府
に
£
る
各
種
の
奨
励
と
介
入
、
輸
入
制
隈
、
輸
出
促

進
措
置
を
受
け
た
。
日
本
の
産
業
政
策
の
一
典
型
で
あ
り
、
研
究
対
象
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
著
者
は
鉄
鋼
産
業
の
発
展
過
程
で
政
府
が
講
じ
た
保

護
育
成
描
置
を
網
羅
的
に
拾
い
上
げ
、
そ
れ
ら
の
内
容
の
詳
細
な
分
析
と

数
量
的
評
価
の
試
み
を
通
じ
て
、
日
本
の
鉄
鋼
産
業
政
策
の
全
貌
を
批
判

的
に
明
ら
か
に
し
、
前
掲
の
通
説
的
理
解
を
修
正
し
て
い
る
。

　
本
論
文
は
つ
ぎ
の
6
章
か
ら
成
る
。

　
第
－
章
序
論

　
第
2
章
　
日
本
鉄
鋼
産
業
の
展
望

　
第
3
章
鉄
鋼
産
業
政
策
の
歴
史
的
経
緯

　
第
4
章
　
戦
後
の
貿
易
・
保
護
育
成
政
策

　
第
5
章
産
業
組
織
政
策

　
第
6
章
　
日
本
の
産
業
政
策
経
験
の
発
展
途
上
国
へ
の
適
用
可
能
性

　
著
者
は
第
二
章
の
産
業
発
展
展
望
に
基
づ
い
て
、
鉄
鋼
産
業
政
策
の
主

た
る
研
究
対
象
時
期
を
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
第
一

－
三
次
合
理
化
施
策
期
間
に
定
め
る
。
こ
の
間
に
日
本
の
鉄
鋼
業
は
戦
後

復
興
を
遂
げ
、
最
新
技
術
・
設
備
を
装
備
し
て
、
国
際
競
争
カ
を
椿
段
に

強
め
た
。
第
四
章
は
こ
の
期
間
で
と
ら
れ
た
保
護
貿
易
措
置
及
ぴ
育
成
奨

励
措
置
の
分
析
と
評
価
に
あ
て
ら
れ
、
ま
た
第
五
章
は
そ
れ
と
並
行
し
て

と
ら
れ
た
政
府
の
産
業
組
織
へ
の
介
入
の
批
判
的
分
析
で
あ
っ
て
、
こ
の

二
章
が
本
論
文
の
中
核
を
な
す
回
そ
れ
に
先
立
つ
第
三
章
は
、
日
本
鉄
鋼

業
確
立
の
前
史
と
も
い
う
ぺ
き
戦
前
・
戦
中
・
戦
争
直
後
に
お
け
る
産
業

政
策
の
分
析
で
あ
り
、
著
者
は
そ
こ
に
一
九
五
〇
－
六
〇
年
代
の
産
業
政

策
捲
置
の
す
べ
て
の
原
型
が
見
い
だ
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
終

章
で
は
、
日
本
の
産
業
政
策
経
験
の
発
展
途
上
国
工
業
化
へ
の
適
用
可
能

性
が
論
じ
ら
れ
る
。

＝
　
鉄
鋼
産
業
政
策
の
歴
史
的
経
違

　
日
本
の
鉄
鋼
産
業
は
、
第
二
次
大
戦
前
に
銑
鋼
一
貫
の
輸
入
代
替
化
を

達
成
し
て
い
た
。
し
か
し
戦
前
の
輸
出
は
も
っ
ぱ
ら
植
民
地
・
勢
力
圏
向

け
で
あ
っ
て
、
世
界
市
場
で
の
輸
出
競
争
力
を
備
え
る
の
は
一
九
六
〇
年

代
ま
で
待
た
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
三
九
年
に
、
軍
需
・
民
需
合
わ

せ
て
六
〇
〇
万
ト
ン
自
給
体
制
を
確
立
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
保
護
育
成
措
置
が
実
施
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
官
営
八
幡
製
鉄

所
の
設
立
と
そ
の
後
一
〇
年
間
の
経
常
損
失
の
一
般
会
計
に
よ
る
補
坂
、

製
鉄
業
奨
励
法
に
よ
る
民
間
企
業
育
成
（
法
人
税
及
ぴ
製
鉄
機
械
輸
入
関

税
免
除
及
ぴ
銑
鉄
生
産
補
助
金
）
、
鋼
材
輸
入
関
税
の
漸
次
引
き
上
げ
が

こ
れ
で
あ
る
。
他
方
八
幡
製
鉄
を
中
心
と
し
た
価
楕
カ
ル
テ
ル
、
民
間
五

企
業
の
同
所
へ
の
合
併
（
日
本
製
鉄
の
設
立
）
、
第
一
、
二
次
長
期
計
画

の
実
施
等
、
政
府
指
導
が
強
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
著
者
は
戦
前
期
質
料
を

渉
猟
し
て
、
一
九
五
0
1
六
〇
年
代
に
導
入
さ
れ
た
保
護
育
成
措
置
と
産

業
組
織
介
入
の
原
型
が
い
ず
れ
も
戦
前
に
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
、
戦
前
・
戦
後
の
政
策
の
継
続
性
を
結
論
し
て
い
る
。

　
第
二
次
大
戦
終
了
後
に
実
施
さ
れ
た
傾
斜
生
産
方
式
で
は
、
復
興
金
融

公
庫
資
金
や
原
料
輸
入
用
の
外
貨
を
優
先
的
に
配
分
し
て
、
鉄
鋼
生
産
を
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回
復
さ
せ
、
復
興
用
鋼
材
の
供
給
を
確
保
し
た
。
量
的
確
保
を
重
視
し
た

た
め
に
生
産
費
は
割
高
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は
価
格
差
補
給
金
を
支
給
し

て
、
鋼
材
の
安
価
供
給
を
維
持
し
た
。
一
九
五
一
年
か
ら
の
第
一
次
鉄
鋼

合
理
化
施
策
で
は
、
・
政
策
目
標
が
そ
れ
ま
で
の
量
的
拡
大
か
ら
国
際
競
争

カ
強
化
に
改
め
ら
れ
、
一
貫
製
鉄
企
業
群
の
設
備
近
代
化
を
側
面
か
ら
助

成
す
る
藷
措
置
が
中
心
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
の
第
二
次
・
第
三
次

合
理
化
施
策
に
も
延
長
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
貿
易
政
策
、
産
業
組
織
介
入

を
組
み
合
わ
せ
た
鉄
鋼
産
業
政
策
バ
ソ
ケ
ー
ジ
こ
そ
、
本
論
文
の
主
た
る

研
究
対
象
で
あ
る
。
著
者
は
そ
れ
を
保
護
育
成
政
策
と
産
業
組
織
政
策
に

犬
別
し
て
、
そ
れ
ぜ
れ
に
一
章
を
あ
て
て
詳
細
に
分
析
す
る
。

一
一
一
保
護
育
成
政
策

　
保
護
育
成
政
策
と
は
、
政
府
が
特
定
産
業
の
発
展
を
促
進
す
る
目
的
で
、

資
源
の
産
業
間
配
分
を
変
え
る
政
策
措
置
の
総
称
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ

・
を
、
…
一
九
五
〇
年
代
の
外
国
為
替
管
理
に
よ
る
輸
入
政
策
、
ω
第
一
－

三
次
の
鉄
錫
業
合
理
化
施
策
（
一
九
五
〇
1
六
五
年
）
、
お
よ
ぴ
㈹
一
九

六
〇
年
代
に
お
け
る
輸
出
奨
励
政
策
の
三
つ
に
集
約
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
輸
入
政
策
に
は
、
鉄
鋼
製
品
の
数
量
制
限
の
み
な
ら
ず
、
鉄
鋼
原
料
、

重
要
機
械
・
技
術
の
輸
入
割
当
も
合
ま
れ
る
。
鉄
鋼
業
合
理
化
施
策
は
、

加
遠
度
減
価
償
却
や
免
税
措
置
等
の
財
政
政
策
、
低
利
金
融
を
中
心
と
し

た
金
融
政
策
、
鉄
鋼
原
料
供
絵
確
保
の
た
め
の
融
賞
や
港
湾
・
専
用
船
整

備
補
助
か
ら
な
る
。
輸
出
奨
励
政
策
は
、
翰
出
所
得
控
除
と
低
利
輸
出
金

融
が
主
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
に
、
特
定
産
業
活
動
に
対
し
て
多
様

な
政
策
措
置
を
講
ず
る
の
が
日
本
の
産
業
政
策
の
特
徴
で
あ
る
と
す
る
。

そ
れ
ら
は
大
蔵
、
通
産
、
運
輸
等
の
各
省
庁
が
担
当
し
て
、
必
ず
し
も
統

一
的
に
実
施
し
た
の
で
は
な
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
担
当
省
庁
間
の
調

整
が
行
な
わ
れ
て
、
斉
合
的
な
保
護
百
成
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
形
成
し
て

い
る
。

　
主
要
な
保
護
育
成
措
置
を
綱
羅
し
た
上
で
、
著
者
は
個
々
の
政
策
措
置

に
よ
っ
て
鉄
鋼
生
産
者
に
移
転
さ
れ
た
金
額
（
補
助
金
相
当
額
）
を
算
定

す
る
。
そ
れ
は
財
政
措
握
で
は
特
定
合
理
化
機
械
設
備
に
認
め
ら
れ
た
加

速
度
減
価
償
却
や
合
理
化
機
械
の
輸
入
関
税
免
除
の
形
で
生
じ
、
金
融
描

置
で
は
日
本
開
発
銀
行
等
政
府
金
融
機
関
を
通
ず
る
低
利
の
内
外
貨
金
融

の
形
で
供
与
さ
れ
た
。
為
替
管
理
下
の
輸
入
制
限
に
よ
っ
て
鋼
材
の
国
内

価
楕
は
世
界
価
袴
を
一
四
バ
ー
セ
ン
ト
上
回
り
、
こ
れ
は
同
一
バ
ー
セ
ン

ト
の
輸
入
関
税
や
生
産
補
助
金
と
同
じ
効
果
を
も
つ
。
鉄
鋼
原
材
料
確
保

の
た
め
の
港
湾
整
傭
や
、
専
用
船
の
建
造
へ
の
補
助
金
や
低
利
融
資
も
原

料
購
入
へ
の
補
助
と
み
な
し
う
る
し
、
輸
出
奨
励
の
た
め
の
税
制
上
、
金

融
上
の
優
遇
措
置
に
も
補
助
金
要
素
を
算
定
し
得
る
。
こ
れ
ら
の
補
助
金

相
当
額
の
合
計
は
上
記
の
政
策
措
置
に
よ
っ
て
鉄
鋼
業
が
得
た
資
源
で
あ

り
、
そ
れ
は
他
部
門
が
金
体
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
鉄
鋼
生

産
額
そ
の
他
関
連
変
数
で
除
し
て
え
ら
れ
た
補
助
金
率
は
、
政
府
に
よ
る

鉄
鋼
業
の
保
護
育
成
政
策
の
コ
ス
ト
を
測
る
一
つ
の
尺
度
と
し
て
用
い
ら

れ
る
。

　
著
者
は
個
々
の
政
策
措
置
の
実
施
詳
細
を
調
ぺ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

補
助
金
相
当
額
を
算
定
す
る
。
す
ぺ
て
の
財
政
・
金
融
措
置
に
よ
る
補
助

金
相
当
額
の
合
計
は
、
も
っ
と
も
高
い
一
九
五
八
－
六
〇
年
間
で
も
鉄
鋼

生
産
額
の
O
・
八
－
一
・
O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
輸
入
制
隈
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に
よ
る
補
助
金
を
加
え
て
も
、
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
「
比
較
的
つ
つ

ま
し
や
か
な
」
規
模
に
と
ど
ま
る
と
い
う
の
が
著
者
の
結
論
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
保
護
育
成
描
置
は
ど
れ
だ
け
鉄
鋼
業
の
国
際
競
争

カ
強
化
に
寄
与
し
た
か
。
著
者
は
個
々
の
攻
策
措
置
が
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の

政
策
課
魍
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
て
、
合
理
化
投
資
促

進
、
輸
出
拡
大
等
の
政
策
課
題
の
達
成
度
を
、
こ
れ
に
直
接
関
係
す
る
政

策
措
置
の
補
助
金
率
と
対
比
す
る
費
用
便
益
分
析
を
試
み
る
。
た
と
え
ば

一
九
五
七
－
六
〇
年
間
の
投
資
促
進
の
財
政
・
金
融
捲
置
は
、
鉄
鋼
業
総

投
資
額
の
八
－
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
補
助
金
率
と
算
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ

は
投
資
の
資
本
コ
ス
ト
を
同
一
バ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
る
効
果
が
あ
っ
た
。

著
者
は
新
古
典
派
流
の
、
資
本
コ
ス
ト
変
数
を
ふ
く
む
鉄
鋼
業
投
資
関
数

を
推
定
し
た
上
で
、
こ
の
補
助
金
を
合
む
場
合
と
含
ま
ぬ
場
合
の
投
資
額

の
差
を
と
っ
て
、
補
助
金
に
よ
る
投
資
促
進
効
果
と
み
な
す
。
こ
の
よ
う

な
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
目
ン
計
算
の
結
果
、
著
者
は
財
政
金
融
推
置
に
よ
る
投

資
増
大
な
ら
ぴ
に
輸
出
拡
大
額
は
い
ず
れ
も
そ
の
た
め
に
供
与
さ
れ
た
補

助
金
額
、
す
な
わ
ち
政
策
コ
ス
ト
を
下
回
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
保
護
育
成
政
策
の
直
接
効
果
を
測
っ
た
短
期
分
析

で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ぱ
、
こ
れ
と
並
ん
で
鉄
鋼
価
格
の
低
下
、
労
働
・

資
本
生
産
性
の
上
昇
、
輸
出
増
加
の
持
続
等
の
長
期
的
な
鉄
鋼
葉
発
展
に

対
す
る
便
益
は
十
分
大
き
く
、
短
期
の
政
策
コ
ス
ト
は
十
分
償
わ
れ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

四
　
産
業
組
織
政
策

日
本
の
鉄
鋼
業
は
、
保
護
育
成
政
策
下
で
、

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
は

発
展
の
は
ず
み
が
つ
き
、
主
要
企
業
間
の
競
争
も
活
発
化
し
た
。
通
産
省

に
は
そ
れ
が
し
ぱ
し
ぱ
「
過
当
競
争
」
な
い
し
は
撹
乱
的
と
映
り
、
長
期

の
持
続
的
発
展
を
阻
害
し
か
ね
な
い
と
の
危
倶
を
抱
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、

産
業
組
織
へ
の
各
種
の
介
入
措
置
が
と
ら
れ
た
。
公
開
販
売
価
椿
制
度
や

鉄
鋼
生
産
調
整
、
設
備
投
質
調
鑑
、
六
〇
年
代
末
の
八
幡
・
窟
士
合
併
促

進
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
初
め
の
三
政
策
は
、
時
期
的
に

も
、
実
施
方
法
で
も
、
経
済
効
果
に
お
い
て
も
関
連
し
あ
っ
て
い
た
。
い

ず
れ
も
一
九
五
七
、
八
年
か
ら
一
九
六
〇
年
代
半
に
か
け
て
、
鉄
鋼
企
業

の
自
主
的
調
整
の
形
を
と
り
な
が
ら
通
産
省
の
行
政
指
導
に
よ
っ
て
調
整

効
果
を
保
つ
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
。
不
況
期
に
も
コ
ス
ト
プ
ラ
ス
適
正
利

潤
の
公
開
販
売
価
格
を
維
持
す
る
に
は
、
品
種
別
、
月
別
の
勧
告
操
短
に

よ
っ
て
生
産
量
を
削
減
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
し
、
企
業
間
で
の
生

産
量
割
当
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
主
要
企
業
に
よ
る
大
型
設
備

完
成
の
時
機
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
企
業
の
競
争
意
欲
が
強
い
場
合
、
こ
の
よ
う
な
価
格
、
生
産
、

投
資
調
整
の
目
標
値
達
成
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。

著
者
は
個
々
の
介
入
政
策
に
つ
い
て
、
通
産
省
の
介
入
の
や
り
方
と
そ
の

理
論
的
含
意
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
品
種
別
、
月
別
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
現
実
値
と
目
標
値
の
乖
離
を
詳
細
に
分
析
し
て
、
否
定
的
結
論
を
出
す
。

公
販
価
格
は
し
ば
し
ば
名
目
価
椿
と
化
し
て
市
場
個
椿
に
合
わ
せ
て
調
整

さ
れ
、
特
に
上
方
調
整
に
片
寄
っ
て
、
鉄
鋼
価
楮
を
引
き
上
げ
る
方
向
に

作
用
し
た
。
生
産
割
当
か
ら
の
逸
脱
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
み
な
ら
ず
一

貫
製
鉄
企
業
で
も
生
じ
た
し
、
企
薬
間
の
設
備
配
分
ル
i
ル
に
は
合
意
が

蒋
ら
れ
ず
、
設
備
投
資
実
績
は
常
に
計
画
値
を
上
回
っ
た
。
こ
れ
ら
の
介
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入
政
策
は
所
期
の
目
的
を
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
程
度
に
し
か
果
た
さ
ず
、

通
産
省
の
意
図
と
は
逆
に
企
業
間
競
争
を
激
化
し
た
面
も
見
出
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
通
産
省
の
産
業
組
織
政
策
の
試
行
錨
誤
の
帰
縞
が
、
一
九

六
〇
年
代
末
の
八
幡
・
窟
士
の
合
併
で
あ
っ
た
、
と
著
者
は
緒
論
す
る
。

す
な
わ
ち
大
型
合
併
に
よ
っ
て
鉄
鋼
企
業
間
の
合
意
形
成
が
促
進
さ
れ
、

プ
ラ
イ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
ー
シ
ヅ
ブ
が
確
立
さ
れ
て
、
一
部
品
目
で
価
格
硬

直
性
を
生
ん
だ
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
八
幡
・
窟

士
合
併
を
め
ぐ
る
両
社
・
通
産
省
対
公
取
・
近
経
グ
ル
ー
プ
の
賛
否
両
論

を
検
討
し
て
、
そ
こ
で
焦
点
と
な
つ
た
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
が
実
現
し
た
か

否
か
を
検
証
す
る
。
合
併
企
業
と
そ
の
他
企
業
の
、
合
併
五
年
前
と
合
併

後
一
〇
年
間
の
生
産
性
、
生
産
費
、
生
産
費
構
成
、
成
長
率
等
の
実
績
を

比
ぺ
た
結
果
、
著
者
は
、
大
型
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ヅ
ト
は
販

売
、
流
通
、
経
営
面
で
は
現
わ
れ
た
が
、
R
＆
D
や
成
長
実
綾
に
は
見
出

さ
れ
な
い
と
繕
論
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
著
者
は
、
自
国
の
産
業
・
貿
易
政
策
に
関
し
て
豊
窟
な
研
究

実
績
を
も
つ
。
そ
こ
で
第
六
章
で
は
、
そ
れ
と
比
較
し
て
、
日
本
の
産
業

政
策
の
諸
特
徴
が
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
ω
ま
ず
特
定
産
業
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
政
策
課
題
を
特
定
し
て
、
複
数
の
政
策
措
置
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
。
ω
個
々
の
政
策
措
置
の
担
当
官
庁
は
異
な
る
が
、
そ
の
間
に

は
不
完
全
な
が
ら
も
調
整
が
行
な
わ
れ
て
斉
合
性
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
。

㈹
制
限
的
な
政
策
措
置
よ
り
も
育
成
・
促
進
的
措
置
が
主
だ
が
、
そ
の
程

度
も
モ
デ
レ
ー
ト
か
つ
時
隈
的
で
あ
っ
て
、
政
策
に
よ
る
資
源
配
分
の
歪

み
は
小
さ
い
こ
と
。
ω
さ
ら
に
効
率
性
重
視
的
で
、
国
際
競
争
カ
強
化
を

目
標
と
し
て
い
る
こ
と
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
高
く
評
価
す
る
一
方

で
、
励
並
行
し
て
実
施
さ
れ
た
産
葉
組
織
へ
の
政
府
介
入
の
効
果
に
は
懐

凝
的
で
、
発
展
途
上
国
は
そ
の
採
択
に
は
慎
重
で
あ
る
よ
う
に
警
告
し
て

い
る
。

五
　
評
価

　
第
一
に
、
鉄
鋼
産
業
の
発
展
過
程
で
実
施
さ
れ
た
政
府
の
保
護
育
成
・

介
入
政
策
の
包
括
的
研
究
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
「
産
業
特
定
的
」

と
い
わ
れ
る
日
本
の
産
業
政
策
を
正
し
く
評
価
す
る
た
め
に
は
、
一
産
業

の
発
展
過
程
で
実
施
さ
れ
た
す
ぺ
て
の
政
策
措
置
を
眺
望
す
る
必
要
が
あ

る
。
著
者
は
鉄
鋼
産
業
史
、
主
要
製
鉄
企
業
史
、
通
産
省
・
大
蔵
省
政
策

資
料
等
を
渉
猟
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
鉄
鋼
連
盟
、
新
日
鉄
、
通
産
省
、

大
蔵
省
、
日
本
開
発
銀
行
、
日
本
輸
出
入
銀
行
等
関
係
者
の
面
接
聴
取
調

査
で
補
っ
て
、
日
本
の
鉄
鋼
業
に
与
え
ら
れ
た
す
ぺ
て
の
政
策
措
置
を
網

羅
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
の
経
緯
、
目
的
、
内
容
、
規
模
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
鉄
鋼
業
合
理
化
施
策
や
設
備
投
資
調
整
、
価
楮
安
定
化
施
策
等

に
つ
い
て
は
、
既
刊
の
鉄
鋼
産
業
史
で
も
研
究
さ
れ
て
来
た
が
、
そ
れ
ら

は
多
く
叙
述
的
で
あ
っ
た
。
著
者
は
近
代
経
済
学
の
分
析
手
法
を
用
い
て

こ
れ
ら
を
整
理
・
関
連
づ
け
、
さ
ら
に
輸
入
制
隈
、
輸
出
奨
励
政
策
を
も

合
め
て
、
鉄
鋼
業
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
影
響
す
る
政
策
措
置
を
す
べ
て
資

源
配
分
効
果
に
築
約
し
て
い
る
。

　
第
二
の
貢
献
は
、
個
々
の
政
策
措
置
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
の
数
量
化

を
試
み
、
政
策
効
果
の
評
価
を
企
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
単
に
す
ぺ
て

の
政
策
措
置
を
数
え
上
げ
た
の
み
で
は
、
日
本
の
産
業
政
策
に
お
け
る
多

面
的
な
政
策
介
入
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
み
で
、
個
々
の
政
策
措
置
の
規
模
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，

や
効
果
を
見
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
属
頭
に
述
ぺ
た
日
本
産
薬
政
策

の
通
説
的
理
解
は
、
多
分
に
、
政
策
メ
ニ
ュ
ー
・
リ
ス
ト
の
豊
當
さ
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
措
置
に
付
さ
れ
た
政
策
目
的
や
意
図
が
そ
の
ま
ま
実
現

さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

本
論
文
は
、
保
護
育
成
措
置
に
つ
い
て
は
補
助
金
相
当
率
と
い
う
共
通
の

尺
度
で
資
源
移
転
規
模
（
産
業
政
策
の
コ
ス
ト
）
を
測
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

政
策
目
標
の
達
成
度
（
産
業
政
策
の
便
益
）
と
比
べ
て
、
産
業
政
策
の
有

効
性
を
評
価
す
る
。
ま
た
産
業
組
織
政
策
に
つ
い
て
も
関
係
諸
変
量
の
目

的
値
と
現
実
値
と
の
対
比
か
ら
、
介
入
政
策
の
効
果
の
判
定
を
試
み
た
。

こ
の
よ
う
な
実
証
的
努
カ
を
重
ね
て
、
著
者
は
、
通
説
と
は
異
な
り
、
保

謹
育
成
政
策
は
モ
デ
レ
ー
ト
な
も
の
で
あ
り
、
産
業
組
織
政
策
は
む
し
ろ

失
敗
で
あ
っ
た
こ
と
を
結
論
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
著
者
の
と
っ
た
方
法
論
の
以
上
の
長
所
は
ま
た
問
題
点
を

含
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
本
研
究
の
成
果
を
隈
界
づ
け
て
い
る
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
。

　
ω
　
ま
ず
、
鉄
鋼
業
に
限
っ
て
分
析
結
果
を
日
本
の
産
業
政
策
全
体
に

一
般
化
す
る
に
は
留
保
が
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
加
え

て
、
特
定
産
業
分
析
で
は
保
護
育
成
措
置
の
コ
ス
ト
や
効
果
の
評
価
基
準

を
定
め
に
く
い
と
い
う
制
約
が
あ
る
。
産
業
間
の
資
源
移
転
へ
の
影
響
は
、

産
業
間
比
較
に
よ
っ
て
相
対
的
に
評
価
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が

個
別
措
置
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
合
的
効
果
評
価

に
不
分
明
を
残
す
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

　
②
　
ま
た
多
側
面
に
わ
た
る
政
策
措
置
の
網
羅
的
検
討
は
羅
列
的
印
象

‘

を
与
え
る
。
さ
ら
に
、
個
々
の
政
策
措
艦
の
部
分
均
衡
分
析
で
は
、
個
々

の
政
策
の
総
合
効
果
は
把
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら

な
い
。
た
と
え
ぱ
、
輸
出
奨
励
政
策
の
効
果
は
単
に
輸
出
拡
大
の
み
で
測

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
生
産
拡
大
へ
の
見
通
し
を
改
善
し
て
、

設
備
投
資
行
動
に
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
間
接
的
波
及
効

果
を
も
含
め
た
分
析
を
行
な
う
に
は
、
鉄
鋼
業
発
展
の
全
容
を
拙
え
た
同

時
方
程
式
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
、
個
々
の
政
策
措
置
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
目

ン
分
析
が
試
み
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
㈹
　
部
分
均
衡
分
析
の
枠
内
で
も
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
の
理
論
的
、
実

証
的
検
討
が
加
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
著
者
が
設
備
投
資

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
評
価
に
利
用
し
た
新
古
典
派
の
投
資
関
数
の
概
念
に

は
、
い
く
つ
か
の
基
本
的
問
題
が
あ
る
こ
と
が
既
に
広
く
指
摘
さ
れ
て
い

る
。　

し
か
し
産
業
政
策
研
究
は
よ
う
や
く
経
済
学
的
分
析
が
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
段
階
に
あ
っ
て
、
特
定
産
業
研
究
に
せ
よ
、
産
業
間
比
較
に

せ
よ
、
方
法
論
が
十
分
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
上
述
の
問
題

点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
論
文
が
日
本
の
産
業
政
策
研
究
に
ひ
と
つ
の
礎

石
を
加
え
た
貢
献
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
審
査
員
は
、
グ
エ
ン
ド

リ
ン
・
テ
ク
ソ
ン
氏
の
博
士
課
程
に
お
け
る
成
績
お
よ
ぴ
最
終
試
駿
の
結

果
を
勘
案
し
、
本
論
文
に
よ
っ
て
、
同
氏
に
一
橋
大
学
経
済
学
博
士
の
称

号
を
与
え
る
こ
と
を
適
当
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
昭
和
六
〇
年
三
月
二
一
百
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